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～2026年6月期に「年間300t」のCO2排出量削減を目指す～ 

 

株式会社エフピコ（代表取締役会長：佐藤 守正、以下「エフピコ」）と食品館アプロを運営する株式会社カノー

（代表取締役社長：嘉納 英蔵、以下「カノー」）は協働し、大阪府48店舗、兵庫県4店舗、京都府1店舗、

計53店舗（2025年6月時点）を対象に、店頭で回収された使用済み食品トレーを新たな食品トレーに

生まれ変わらせる「トレーtoトレー」を行い、再び店頭で積極的に「エコトレー」等のエコ製品（※1）を使用

する「ストアtoストア」、水平リサイクル（※2）の協働を強化いたします。 

 

 

 

 

 

 

エフピコとカノーは、『お店がその地域のエコリーダー』となることを目指し、地域の環境負荷軽減、リサイ

クル資源の有効活用を積極的に行い、持続可能な循環型社会の推進に貢献してまいります。 

 

* 本取り組みについて 

カノー店舗では、地域の皆さまの使用済み食品トレーを店頭に設置している回収ボックスにて回収してお

ります。回収した使用済み食品トレーはすべてエフピコで資源として活用され、エコ製品に生まれ変わり、

再びカノーの売り場で使用することで循環型の水平リサイクルを実現してまいります。 

 

2025年6月期において、カノーでは使用済み食品トレーを27ｔ回収し、回収資源から再生されたエコ製品

を売り場で使用することによって、271ｔのＣＯ２排出量削減に貢献しました。 2026年6月期は、カノー

の店舗・店頭での環境取り組みの訴求等によりお客様の理解を更に深め、回収トレーを増やすことで

『使用済み食品トレー回収量30ｔ』の資源回収を目指し、エコ製品の積極的な使用によりCO2排出量削減

『年間300ｔ』を目標に取り組みを行ってまいります。 

 

また、この協働強化の一環として、お客様へのリサイクル啓発を目的として、全店舗にPOPやポスターの

掲示を進めてまいります。 

 

 

エフピコ・カノー  

エコ製品の積極的使用で「ストアtoストア」の協働を強化 

 

 

 

 



ストアtoストアの流れ 

 

 

（※1）「エコトレー」、「エコAPET」、「エコOPET」 

（※2）水平リサイクル：リサイクル前後で用途を変えずに資源を循環させるリサイクル方法。 

 
【ご参考】 

＜株式会社エフピコ＞ 

スーパーマーケットやコンビニエンスストアなどで使用される簡易食品容器を製造販売する国内最大手メー

カーです。エフピコ方式のリサイクル「トレーtoトレー」「ボトルto透明容器」による地上資源の循環及びCO2

排出量削減、環境負荷の低い容器の開発による省資源化などを通じて、持続可能な社会の実現を目指して

います。 

 

所在地：〒163-6036  東京都新宿区西新宿６丁目８番１号新宿オークタワー36階 

代表者：代表取締役会長  佐藤  守正／代表取締役社長  安田  和之 

設 立：1962年7月 

H P：https://www.fpco.jp/ 

【みんなでリサイクル】エフピコ みんなでリサイクル ｜株式会社エフピコ 

 

＜株式会社カノー＞ 

大阪府を中心に５３店舗を展開する食品を主体としたスーパーマーケットチェーンです。  

スーパーマーケット「食品館アプロ」を軸に、お店は「売り場」ではなく、お客様の「買い場」と捉え、お客様の立

場になって売り場を考え、品揃えを揃えながら、地域社会で人と人を結びつける身近なコミュニケーション

の場になることを目指しています。  

                                

所在地：大阪府大阪市鶴見区浜5-6-29 

代表者：代表取締役社長 嘉納 英蔵 

設 立：１９67年6月 

H P：https://www.kk-kano.co.jp/                                      以上 

【本リリースに対するお問い合わせ先】 
 

■株式会社エフピコ リサイクル推進部  TEL：03-5325-7559 FAX：03-5325-7767 
 

https://www.fpco.jp/
https://fpco-info.jp/
https://www.kk-kano.co.jp/

